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本
年
二
月
、
ア
メ
リ
カ
の
モ
ラ
ー
特
別
検
察
官
が
一
三
人
の
ロ
シ
ア
人
と
三
社
の
ロ
シ
ア
企
業
を
起
訴
し
た
。
容
疑
は
一

昨
年
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
へ
の
不
正
な
介
入
で
あ
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
不
正
に
取
得
し
、

ト
ラ
ン
プ
候
補
と
サ
ン
ダ
ー
ス
候
補
に
有
利
に
な
り
、
ク
リ
ン
ト
ン
候
補
に
不
利
に
な
る
情
報
を
大
量
に
発
信
し
、
選
挙
結

果
に
影
響
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
理
由
で
あ
る
。 

 

昨
年
四
月
、
在
韓
米
軍
は
韓
国
南
部
の
ゴ
ル
フ
場
内
に
高
高
度
防
衛
ミ
サ
イ
ル
（
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ
）
の
装
備
を
搬
入
し
た
。

ロ
シ
ア
や
中
国
は
強
硬
な
反
対
を
表
明
し
、
と
り
わ
け
土
地
の
元
所
有
者
が
ロ
ッ
テ
商
事
で
あ
っ
た
た
め
、
中
国
政
府
主
導

と
推
測
さ
れ
る
ロ
ッ
テ
グ
ル
ー
プ
の
商
品
不
買
運
動
が
発
生
し
、
中
国
国
内
の
多
数
の
ロ
ッ
テ
の
店
舗
が
閉
鎖
に
な
る
事
態

に
な
っ
た
。 

 

昨
年
一
二
月
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
野
党
上
院
議
員
が
辞
任
し
た
。
中
国
の
実
業
家
か
ら
の
資
金
提
供
の
見
返
り
に
南
シ

ナ
海
で
の
中
国
の
活
動
を
擁
護
し
た
こ
と
が
批
判
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
二
大
政
党

が
中
国
企
業
か
ら
一
〇
年
間
で
六
〇
億
円
程
度
の
寄
付
を
受
領
し
て
い
た
こ
と
も
判
明
し
、
市
民
以
外
か
ら
の
寄
付
の
禁
止

法
案
が
急
遽
成
立
し
た
。 

 

昨
年
四
月
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ソ
ル
ベ
ル
グ
首
相
が
中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
と
会
談
し
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
政
府
は
中
国
の
核

心
で
あ
る
議
題
を
批
判
し
な
い
と
い
う
声
明
に
署
名
し
た
。
背
景
は
二
〇
一
〇
年
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
劉
暁
波
氏
に
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
を
授
与
し
た
こ
と
に
中
国
が
反
発
し
て
サ
ー
モ
ン
の
輸
入
を
制
限
し
、
出
荷
が
激
減
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
の

手
打
ち
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
相
互
に
関
係
な
さ
そ
う
な
事
件
に
共
通
す
る
の
は
、
軍
事
力
で
は
な
い
手
段
で
相
手
を
攻
撃
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
昨
年
、
ア
メ
リ
カ
の
全
米
民
主
主
義
基
金
と
い
う
研
究
機
関
の
論
文
が
、
こ
の
よ
う
な
行
為
を
シ
ャ
ー
プ
パ
ワ
ー
と
命

名
し
た
。
権
威
主
義
の
独
裁
国
家
が
鋭
利
な
刃
物
で
相
手
の
制
度
や
文
化
を
切
断
し
、
自
国
を
有
利
な
立
場
に
す
る
と
い
う

意
味
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
国
力
が
研
究
さ
れ
て
き
た
が
、
未
来
学
者
ト
フ
ラ
ー
、
政
治
学
者
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
な
ど

の
見
解
を
要
約
す
る
と
、
ソ
ビ
エ
ト
が
崩
壊
す
る
ま
で
の
冷
戦
時
代
は
軍
事
力
（
ハ
ー
ド
パ
ワ
ー
）
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、

日
本
が
経
済
大
国
に
発
展
し
た
時
期
に
は
、
短
期
で
は
あ
る
が
経
済
力
（
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
パ
ワ
ー
）
が
国
力
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。 

 

し
か
し
、
ソ
ビ
エ
ト
が
崩
壊
し
、
日
本
が
低
落
し
た
九
〇
年
代
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ナ
イ
教
授
が
文
化
力
（
ソ
フ
ト
パ

ワ
ー
）
を
提
唱
し
た
。
こ
れ
は
自
国
の
制
度
や
文
化
を
駆
使
し
て
相
手
か
ら
共
感
を
獲
得
す
る
よ
う
に
仕
向
け
る
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
理
論
を
背
景
に
イ
ギ
リ
ス
の
「
ク
ー
ル
ブ
リ
タ
ニ
ア
」
や
日
本
の
「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」
な
ど
文
化
発
信
政
策
が

登
場
し
た
。 

 

そ
し
て
新
規
に
出
現
し
た
の
が
シ
ャ
ー
プ
パ
ワ
ー
で
あ
る
。
こ
れ
は
軍
事
力
や
中
国
の
一
帯
一
路
が
象
徴
す
る
経
済
力
を

背
景
に
、
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
の
よ
う
に
相
手
を
自
国
に
共
感
さ
せ
る
の
で
は
な
く
畏
怖
さ
せ
て
、
自
国
の
立
場
を
有
利
に
す
る

行
動
で
あ
る
。
こ
の
シ
ャ
ー
プ
パ
ワ
ー
か
ら
国
家
を
防
衛
す
る
簡
単
な
方
法
は
社
会
で
の
情
報
流
通
を
制
約
す
る
こ
と
で
あ

る
。 

 

し
た
が
っ
て
報
道
な
ど
情
報
流
通
が
自
由
な
国
々
は
上
記
の
よ
う
な
攻
撃
に
は
脆
弱
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
イ
ギ
リ
ス
の

雑
誌
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
は
「
民
主
主
義
国
家
が
シ
ャ
ー
プ
パ
ワ
ー
を
無
視
す
る
こ
と
は
西
側
の
危
険
を
意
味
す
る
」
と
警

告
し
て
い
る
。
し
か
し
情
報
流
通
の
制
約
を
代
償
に
シ
ャ
ー
プ
パ
ワ
ー
を
防
御
す
る
こ
と
は
本
末
転
倒
で
あ
る
。
こ
の
厄
介

な
シ
ャ
ー
プ
パ
ワ
ー
へ
の
対
応
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 


